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【短報】グリーンアノールによるオガサワラタマム
シの捕食例

グリーンアノール Anolis carolinensis Voigt（以下
アノールと略称）は，戦後，アメリカ統治時代の
小笠原諸島の父島，母島，兄島に侵入・定着し，
その捕食によって在来の昆虫類に多大な影響を与
えていると考えられるアメリカ合衆国南東部原産
の特定外来生物である．

2012 年 6 月 27 日に東京都小笠原村母島の堺ヶ岳
付近にて筆者の一人である児嶋が，アノールがオガ
サワラタマムシ Chrysochroa holstii Waterhouse を頭部
から縦に 6 割ほど咥え込んでいる状況を目撃（図 1）
したので報告する．なお，アノールによるオガサワ
ラタマムシの捕食事例は初であると考えられる．

発見に至るまでの過程は，児嶋が大型の昆虫類
の羽音を聞いた直
後に，捕食した状
態を確認したため，
アノールがオガサ
ワラタマムシの飛
来を待って捕食に
及んだことも考え
られた．その後は，
咥えなおす行動を
継続的に行ったた
め，頭部と胸部が
ほぼ分離した（図
2）．

槇原ほか（2004）や苅部ほか（2004）によって行
われたアノールの喫食実験の結果では，オガサワラ
タマムシは最大 35 mm 程度と大型かつ体が硬いた
め，積極的に襲うことはないと考えられていた．し
かしながら，苅部ほか（2004）がオガサワラゼミ 
Meimuna boninensis （Distant）の捕食事例を挙げて示
唆しているように，アノールが嗜好する小～中型の
好適な餌資源を食い尽くした場合，オガサワラタマ
ムシのような大型種など，本来は捕食しなかったも
のへ標的が変化していくことも考えられ，仮にア
ノールが標的を嚥下せずとも個体に与えるダメージ
は相当なものであり，その影響は大きいものと考え
られた．

本短報は環境省による「平成 24 年度小笠原群島
母島及び離島の希少野生動植物生息生育状況等総
合調査」での目撃例である．発表の機会を与えて
いただいた環境省関東地方環境事務所・小笠原自
然保護官事務所の尼子直輝主席自然保護官と岸秀
蔵自然保護官にお礼申し上げる．
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図1．目撃時の状況．

図2．咥えなおす行動により，頭部と胸部が分離した状態．


